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一
、
は
じ
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象
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生
産

三
、
分
析
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法

四
、
分
析
結
果

玉
、
分
析
結
果
の
考
察

六
、
お
わ
り
に

申・

l
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E
E
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光

ヲム

一
、
は
じ
め
に

リ

l
ピ
ッ
ヒ
(
一
八

O
三
t
一
八
七
三
)
の
最
少
律

(
C
2
2
N
ι
2

忍
E
F
S
E
E
C
お
よ
び
さ
ら
に
こ
れ
を
拡
張
訂
正
し
た
ヴ
オ
ル
ニ
(
一
八

四
六
l
一
九

O
一
)
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
作
物
の
生
産
量
は
作
物
生
育
に

必
要
な
空
気
、
水
、
温
度
、
光
、
養
分
、
等
の
諸
要
因
中
、
最
も
供
給
割

(

l

)

 

合
の
少
な
い
生
育
要
因
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

《
ノ

I
卜
》

技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

司・・・目・・・・目・・冒・目・・・・・・.."・・・・"".....・冒目・z・..・...目冒・・...・・・・・・・・・・・E・

の
場
合
、
生
育
諸
要
因
の
必
要
量
は
、
技
術
お
よ
び
収
量
水
準
に
応
じ
て

変
化
す
る
の
が
一
般
的
で
、
必
要
量
に
対
す
る
供
給
量
割
合
の
変
化
に
伴

っ
て
、
作
物
生
産
を
支
配
す
る
生
育
要
因
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
山
形
県
水
稲
生
産
の
歴
史

的
経
過
を
事
例
と
し
て
、
技
術
進
歩
に
伴
う
生
産
規
制
要
因
の
変
遷
を
明

ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
特
に
生
育
諸
要
因
中
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
技

術
進
歩
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
気
象
要
因
に
着
目
し
、
明
治
中
期

以
降
の
技
術
進
歩
に
伴
う
そ
の
生
産
規
制
カ
の
消
長
を
跡
付
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
技
術
的
お
よ
び
社
会
経
済
的
背
景
の
考
察
を
行
な
う
。

注
(

l

)

プ

レ

γ
F
I
ノ
著
、
東
畑
精
一
・
篠
原
泰
三
共
訳
『
農
政
学

原
論
』
〈
西
ケ
原
刊
行
会
、
一
九
四
四
年
)
。

二
、
気
象
と
水
稲
生
産

水
稲
生
産
を
規
制
す
る
気
象
要
因
に
関
す
る
研
究
は
、
米
の
需
給
政
策

の
基
礎
と
な
る
作
況
予
測
や
農
家
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
冷
害
対

策
の
必
要
上
、
明
治
以
来
多
く
の
知
見
を
集
め
て
き
た
。
こ
れ
を
大
き
く

三
つ
に
分
け
る
と
、
付
個
別
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
を
対
象
に
、
そ
の
時
期
の

気
象
変
動
と
水
稲
の
生
理
反
応
、
器
官
形
成
と
の
関
係
を
研
究
し
た
も
の
、

同
全
生
育
期
間
を
対
象
に
、
気
象
条
件
と
収
量
決
定
と
の
関
係
を
研
究
し

た
も
の
、
同
気
象
生
産
力
に
関
す
る
研
究
、
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

一一一一一



冷害型による障害の様相，減収要因のちがい

減収要因

第 l図

J告J且来襲時

栄長生長期

穂ばらみj切

出穂開?EJ切

J告書
の明

遅
延
型
冷
害

障
害
型
冷
害

資料:坪井八十二・根本順吉編『異常気象と農業.!l(朝倉書庖， 1976年)， 58頁か

ら 51月~.

注. Qf'jJの要素は稔実歩合が低下する反対に良〈なるのが普通である.

一
二
四

第
一
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
別
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
水
稲
の
全
生
育
期

間
中
、
最
も
冷
温
感
応
性
が
高
い
時
期
と
し
て
、
出
穂
前
一
一

t
一
O
日

頃
の
減
数
分
裂
期
(
四
分
子
期
か
ら
小
胞
子
初
期
)
と
開
花
受
精
期
が
存

在
し
、
次
に
、
出
穂
前
二
五
日
頃
の
内
外
頴
・
雌
雄
蕊
始
原
体
分
化
期
が

あ
り
、
生
育
初
期
と
末
期
と
は
概
し
て
耐
冷
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
。
冷
害
危
険
期
に
深
水
港
瓶
し
、
頴
花
を
夜
間
の
外
気
の
低

温
か
ら
守
る
こ
と
の
有
効
性
を
実
証
し
た
北
海
道
の
酒
井
寛
一
の
研
究
や
、

長
野
県
の
萩
原
豊
次
ら
の
油
紙
保
温
折
衷
苗
代
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
が
寒
冷
地
稲
作
に
お
け
る
冷
害
対
策
技
術
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
事
例
で
あ
る
。
坪
井
は
、
こ
れ
ま
で
の
冷
害
研
究
の
成
果
を
整
理
し
て
、

遅
延
型
お
よ
び
障
害
型
冷
害
の
発
生
経
過
を
第
一
図
の
よ
う
に
と
り
ま
と

め
て
い
る
。

第
二
の
全
生
育
期
間
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
、
気
象
条
件
と
収
量
構

成
要
素
、
最
終
収
量
と
の
関
係
を
統
計
学
的
に
分
析
し
た
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
、
広
崎
と
御
子
柴
は
、
昭
和
四
四

t
四
六
年
に
長
野
県
の
三
試
験

地
で
行
な
わ
れ
た
施
肥
試
験
成
績
を
解
析
し
て
、
次
の
よ
う
な
収
量
予
測

(
2
)
 

の
た
め
の
重
回
帰
式
モ
デ
ル
を
導
い
て
い
る
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第
三
の
気
象
生
産
力
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
三
九
年
の
村
田
の
研
究

ハ
3
)

よ
り
始
ま
っ
た
。
村
田
は
光
合
成
と
呼
吸
と
の
炭
水
化
物
収
支
の
視
点
か

ら
、
収
量
増
加
に
日
射
量
は
比
例
的
に
作
用
す
る
の
に
対
し
て
、
気
温
に

は
生
理
的
適
温
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
昭
和
三
三
土
三
ハ
年

の
全
国
都
道
府
県
別
気
象
デ
l
タ
を
解
析
し
て
、
気
象
生
産
力
示
数
を
導

き
出
し
た
。
こ
の
気
象
生
産
力
示
数
に
よ
る
と
、
東
日
本
と
西
日
本
と
の

問
に
は
気
象
生
産
力
で
か
な
り
の
開
差
が
認
め
ら
れ
(
第
二
図
て
そ
れ

ま
で
農
村
社
会
制
度
の
前
近
代
性
や
技
術
水
準
の
高
低
、
生
産
要
素
投
入

量
の
差
異
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
、
東
日
本
の
水
稲
反
収
が
西
日
本
の
そ

れ
を
凌
駕
し
た
事
実
を
、
気
象
資
源
論
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
第

二
図
に
よ
る
と
、
本
稿
で
事
例
対
象
と
す
る
山
形
県
の
気
象
生
産
力
示
数

は
全
国
で
も
高
水
準
に
位
置
し
て
お
り
、
戦
後
、
本
県
の
水
稲
反
収
が
わ

が
国
の
最
高
水
準
で
推
移
し
て
き
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
水
稲
生
産
と
気
象
条
件
に
関
し
て
は
既
に
各
方
面
か

ら
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
研
究
が
存
在
す
る
中
に
あ
っ

て
、
さ
ら
に
本
稿
を
ま
と
め
る
理
由
は
、
従
来
の
こ
の
分
野
で
の
研
究
が
、

あ
る
時
点
で
の
技
術
水
準
を
前
提
と
し
た
上
で
の
分
析
で
あ
り
、
技
術
進

歩
に
伴
っ
て
生
産
を
規
制
す
る
気
象
要
因
が
変
化
す
る
、
と
い
う
視
点
を

欠
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
技
術
進
歩
に
伴
う
生
産
規
制
要
因
の
変
遷
は
、

一
二
五



府県別気象生産力示数と水稲収量との関係

300 

分
析
方
法
と
し
て
は
、
本
県
の
水
稲
反
収

の
推
移
に
四
次
回
帰
式
を
あ
て
は
め
、
こ
の

推
計
値
を
平
年
反
収
と
仮
定
し
、
こ
れ
で
実

績
反
収
を
除
し
て
作
柄
指
数
を
求
め
、
こ
の

作
柄
指
数
と
月
別
平
均
気
温
お
よ
び
日
照
時
間
と
の
単
純
相
関
係
数
を
計

測
し
、
そ
の
検
定
結
果
よ
り
、
各
気
象
要
因
の
生
産
規
制
力
の
有
無
を
判

定
し
た
。
計
測
期
間
は
、
山
形
市
に
地
方
気
象
台
が
開
設
さ
れ
た
明
治
二

四
年
か
ら
昭
和
五
七
年
ま
で
の
九
二
年
間
で
、
こ
れ
を
水
稲
生
産
を
め
ぐ

る
技
術
的
お
よ
び
社
会
経
済
的
環
境
の
変
化
か
ら
五
つ
の
期
間
に
区
分
し
、

r=0.3822 
(P>O.Ol) 
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リ
l
ピ
ッ
ヒ
や
ヴ
オ
ル
ニ
の
学
説
か
ら
当
然
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
学
説
が
実
験
室
で
の
実
験
結
果
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
山
形
県
と
い
う
一
県
単
位
の
農
業
生
態
系
を
事

例
と
し
て
、
実
際
の
歴
史
的
資
料
の
上
で
の
確
認
を
指
向
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
技
術
的
お
よ
び
社
会
経
済
的
背
景
の
考
察
を
行
な
う
。
以
下
、
本
稿

図

ι

つ

白

山

U

第
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市
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L
M
a
r
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h
d
 

450 

収
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H
V

F
同
d

q
d
 

u唯
「

M
g

一
一
一
六

で
の
分
析
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

注
(

2

)

広
崎
昭
太
・
御
子
柴
穆
「
重
回

同
市
モ
デ
ル
に
よ
る
水
稲
生
育
制
御

の
一
方
法
」
(
『
農
業
技
術
研
究
所

報
告

A
』
第
二

O
号
、
一
九
七
三

年)。

(

3

)

村
田
吉
男
「
わ
が
国
の
水
稲
収

量
の
地
域
性
に
及
ぼ
す
日
射
と
温

度
の
影
響
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
作

物
学
会
紀
事
』
第
三
三
巻
、
一
九

六
四
年
)
。

-
-
一
、
分
析
方
法



各
期
間
ご
と
に
生
産
規
制
力
の
有
無
を
検
討
し
た
。

さ
ら
に
戦
後
に
つ
い
て
は
、
本
県
四
地
区
(
置
賜
、
村
山
、
庄
内
、
最

上
地
区
)
の
う
ち
庄
内
と
最
上
の
両
地
区
に
つ
い
て
、
局
地
気
候
の
違
い

に
よ
る
地
区
間
の
差
異
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
な
っ
た
。
庄
内
地
区
は
、

最
上
川
の
河
口
平
坦
部
に
位
置
し
、
日
本
海
に
面
し
て
い
て
日
照
条
件
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
庄
内
藩
時
代
か
ら
農
家
一
戸
当
た
り
経
営
面
積
も
大
き

く
、
旧
来
、
新
し
い
稲
作
技
術
の
導
入
に
対
し
て
積
極
的
で
、
本
県
の
水

稲
作
先
進
地
区
で
あ
る
。
最
上
地
区
は
、
内
陸
山
間
部
に
位
置
し
、
遅
い

春
の
融
雪
と
早
い
秋
冷
の
た
め
水
稲
栽
培
可
能
期
聞
が
短
く
、
土
壌
も
黒

ボ
ク
土
が
広
く
分
布
し
て
い
て
生
産
力
が
低
く
、
本
県
四
地
区
の
う
ち
最

も
自
然
条
件
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。

ま
ず
、
回
帰
法
に
よ
る
平
年
反
収
の
推
計
は
、
全
県
に
つ
い
て
は
明
治

一
二
年
以
降
の
、
庄
内
・
最
上
両
地
区
に
つ
い
て
は
明
治
二
五
年
以
降
の

反
収
の
推
移
に
ト
レ
ン
ド
(

S

)

を
説
明
変
数
と
す
る
四
次
回
帰
式
を
最

小
二
乗
法
で
あ
て
は
め
、
こ
の
回
帰
式
で
の
推
計
値
を
平
年
反
収
と
仮
定

し
た
。
平
年
反
収
の
推
計
法
と
し
て
は
、
農
林
水
産
省
で
も
種
々
の
推
計

法
が
考
案
さ
れ
、
作
物
統
計
な
ど
に
実
際
採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
百
余
年

に
わ
た
る
平
年
反
収
の
推
計
法
と
し
て
は
、
ト
レ
ン
ド
を
説
明
変
数
と
す

(
4
V
 

る
高
次
回
帰
式
に
よ
る
も
の
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

計
測
期
間
の
時
代
区
分
は
、
反
収
の
趨
勢
と
水
稲
生
産
を
め
ぐ
る
社
会

経
済
的
背
景
よ
り
判
断
し
て
概
ね
阿
部
の
区
分
に
従
っ
た
が
、
本
県
の
場

《
ノ
!
ト
》

技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

合
、
昭
和
四
五
年
a

の
米
生
産
調
整
実
施
以
降
、
水
稲
生
産
構
造
の
大
き
な

(

5

)

 

変
化
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
四
六
年
以
降
に
第
V
期
を
区
分
し
た
。

五
期
間
は
、
第

I
期
・
明
治
農
法
確
立
期
(
明
治
二
四

t
大
正
二
年
〉
、

第
H
期
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
収
量
安
定
期
(
大
正
三

t
昭
和
七
年
)
、

第
皿
期
・
戦
争
混
乱
期
(
昭
和
八

t
二
九
年
て
第
W
期
・
戦
後
収
量
激

増
期
(
昭
和
三

O
t四
五
年
)
、
第
V
期
・
米
生
産
調
整
期
(
昭
和
四
六

t
五
七
年
)
、
で
あ
る
。

気
象
要
因
と
し
て
は
、
水
稲
生
産
へ
の
影
響
力
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
各
月
平
均
気
温
お
よ
び
七
月
か
ら
九
月
ま
で

の
各
月
日
照
・
時
間
を
採
用
し
た
。
全
県
の
分
析
に
は
山
形
市
の
地
方
気
象

台
の
観
測
デ
ー
タ
を
、
庄
内
地
区
の
分
析
に
は
昭
和
一
一
一
年
に
開
設
さ
れ

た
山
形
測
候
所
酒
田
支
所
の
観
測
デ
l
タ
を
、
最
上
地
区
の
分
析
に
は
昭

和
九
年
に
開
設
さ
れ
た
山
形
測
候
所
新
庄
支
所
の
観
測
デ
ー
タ
を
利
用
し

(
6〉

た。
注
(

4

)

野
口
弥
土
問
監
修
『
農
学
大
事
典
』
(
養
賢
堂
、

一
三
九
二

t
六
頁
。

(

5

)

阿
部
亥
三
「
主
要
作
物
収
量
の
傾
向
と
そ
の
変
動
」
(
久
保

祐
雄
・
谷
信
輝
編
著
『
世
界
の
食
糧
と
異
常
気
象
』
、
農
林
統

計
協
会
、
一
九
八
二
年
)
。

(

6

)

最
上
地
区
の
定
時
気
象
観
測
は
、
昭
和
九
年
九
月
一
目
、
新

庄
市
沼
田
六
四
番
地
に
農
林
省
積
雪
地
方
農
村
経
済
調
査
所

一
九
七
五
年
)
、

一一一七
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資料Ii'山形県統計書~， Ii'山形県米統計書d1， Ii'作物統計』より作成.



R'=0.8419， S.E.=47.773 

(トレンドん は明治25年を 1とする)
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~l!ト悩Q 1/市灘l嵐長会J)持母l足当\'-'重量y 100地Jν赴築課事長
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JL- Q4更重盛時\'-'~!lE思議話ムJ 0.w:~:会総玉奇心 4主的事車産後{1J::柑Jド ;L

的。

14町駅桜田~tEI~号制闘騒嘉子:::Q線型車u包P 当官採， liIi<~縦断図叩

士ま Q括討議t会話臨器削，..)\--'エト(HJ ..\J ~1ト聴吠J~ミl{a 0 4Il~ま将司'ótl:l-K:.

蝋..l..j)亘書司凶~Wむの』民総陳図Qや察lll!:'uムJQ þ-ト~煙wムi 'ó側議

E監事長~' 1\1";民}~'棋の術'事眠ザ隅@付.('\\'-'~ ¥'.，¥!O ~恵国図u

~'ヨ首さ十E~兵士的与J tII;:-R ι0~m::例\，-， Q m;:51;l>l-宮崎有里軍兵.J..6'óm::

51;1II怪"!lt~Q謀者島t会 1長引14主 ν エl{a O 梅宮業~4t晦:~i初期JνQ þ-ト

王P堰ω1長，..)¥JW"'" -lイ~\'J~思会長ドエl{a~~~'同誌~JL-Q~

第 1.表各期間ごどの作柄指数と気象要因との単純相関係数(全県)

13陸陪惜叩当凱一た I 6月平均 I7月平均 I8月平均 I9月平均 I7月臼照 I8月日照 I9月臼照
増加量l 1 l l l ! l 

|気 温|気温|気温|気温|時間|時間|時間(kg/10a，年)1"" UlIJ. 1 X' fJIIl. 1 "" "'" 1 X' lHIl 1"" I~J 1|  

第 I期 (明治24-大正2)1 2ω1  0.273 1 0.2ω|料勺 ω 刊 0.1329 1 0.12561山 0.79541 0.1745 

第 E期 (大正 3-昭和 7)1 0.481 1 町 44631 料 0.53331 o.∞14 1 O. 1294 1件 キ0.59831 0.13521 0.2108 

第皿期 (昭和 8-29) 2.784 1 0.0556 1林地 58971 O. 1895 1 0.3347 1 0.3574 1 O. 1587 1料 *0.6722

第N期 (昭和30-45) 8.712 1 0.2137 1 0.3189 1 0.1116 1 -0.0186 1 **0.5159 1 -0.0269 1 0.1665 

第V期 (昭和46-57) 1. 08 1 0.045 1 0. 2702 1 **0. 5975 材キ0.77851 0.2179 1 料 0.6067I 0.3718 

資料:山形地方気象台『山形県の気象.11， IF山形県農業気象月報.11， IF山形県気象月報』より.

注(1) キ 10%，材 5%，辛料 1%の有意水準で相関の認められるもの(以下の表についても同じ).

(2) 第 I期の各月日照時聞は明治28年から大正 2年までのデータによる.

(3) 年当たり反収増加量は反収とトレゾドとの単回帰式より求めたもの.

I J)~ 



1 1110 

第 2表作柄指数と気象要因どの単純相関係数(臣内・最上地区〕

「… 8月平均 ヲ月平均 7月日照 8月日照 9月日照
増加量
(kg/lOa，年) 気温気 気 温 気 温 時 間 時 間 時 間

<庄内地区>

第班期 (昭和12-29) 2.914 0.2431 キ*十'0.6738 0.1911 *本0.4745 *0.4374 0.1951 O.∞93 

第lV期 (昭和30-45) 6.946 0.2476 0.3014 -0.∞37 -0.0311 傘0.4028 -0.0729 O.∞85 

第V期 (昭和46-57) 3.874 0.3447 -0.0621 0.3329 *率キ0.7407 0.0211 *0.4783 0.248 

く最上地区>

第皿期 (昭和10-29) 0.841 O. 1256 -0.0598 0.0109 

第lV期 (昭和30-45) 10.447 0.3978 0.3883 0.2409 0.2135 O. 1483 

第V期 (昭和46-57) 0.696 0.2526 本0.5186 ホホ本0.7313 **キ0.6859 0.299 キキ0.6424 -0.1444 

資料:第 l表に同じ.

注.データ制約のため最上地区第E期は日照時間についてのみである.
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第3表気象要因の平均値と変動係数(全県)

7月平均気温 8月平均気温 9月平均気温 7月日照時間 B月日照時間 9月日照時間

平均値|変動係数 平均値|変動係数 平均値|変動係数平均値|変動係数

第 I期 22.461 0.05894 ***23. 7 0.05538 19.087 0.06609 143.92 0.2267 ***178.55 0.2406 133.91 0.182 

第 E期 キ*23.6790.06119 24.547 0.03325 19.768 0.05128 キホ*182.4 0.2417 203.52 0.1339 124.83 0.2158 

第E期 **23. 373 0.0648 24.427 0.04481 19.459 0.06145 181. 13 0.2658 208. 16 0.2004 ***150.45 0.2∞5 

第IV期 23.338 0.04665 24.338 0.03441 19.406 0.04926 *本162.94 0.2416 186.73 0.1978 140.94 0.1913 

第V期 23.192 0.06651 キキ24.1 0.06568 ***19.058 0.05627 186.68 0.2496 **197.92 o. 2536 145.63 0.1831 

全期間 23.178 0.06173 24.212 0.04797 19.369 0.05832 170.82 0.2607 195.47 0.2073
1 

138.96 0.2032 

資料:第 l表に同じ.
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第4表気象要因の平均値と変動係数(庄内・最上地区〉

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

7月平均気温 B月平均気温 9月平均気温 7月日照時間 8月日照時間 9月日照時間

平均値|変動係数平均値|変動係数平均値|変動係数平均値|変動係数平均値|畑係数

〈庄内地区〉

第 E 期 *キキ23.078 0.0608 24.8ヲ50.0386 *ネ20.15 0.0524 本202.32 0.2442 266.68 O. 1383 180.2 O. 138 

第 N期 22.606 0.058 24.538 0.031 20.275 0.045 キ190.36 0.264 227.33 O. 162 178.22 O. 182 

第 V 期 23.033 0.054 23.992 0.051 *ホホ19.65 0.044 212.87 0.229 キ213.79 0.182 172.88 0.109 

全 期間 23.013 0.0545 24.535 0.0417 20.063 0.0485 2∞.91 0.2451 239. 2 O. 1803 177. 6 O. 147 

〈最上地[5¥>

第 E 期 142.92 0.2851 182.68 0.1883 123.92 0.2227 

第 W 期 22.338 0.0464 23.363 0聞 18悶 01 1 M0.2853 185.38 0.202 1 139.26 0.2083 

第 V 期 *22.55 0.0612 キキ*23.4330.0ω 問 18642i ooω41 186.93 0.2075 キキ184.72 O. 188 I 135.2 O. 13 

全 期間 22.371 0.054 23.468 0.048 1 18.63210.061159.64 0.28 184.09 0.18問 131.85 0.2∞2 

資 料 第 l表に同じ.

注.最上地区の全期間の値は，日照時間は昭和10年から57年までの，平均気温は昭和24年から年57までのデータによる.
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第 4関 山形市における月別平均気温および月別日照時間の推移

(1) 平均気温
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土
壌
の
急
激
な
肥
沃
化
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
亀
ノ
尾
等
の
民
間
育

成
品
種
は
、
在
来
品
種
に
比
べ
て
耐
冷
性
に
は
優
れ
て
い
た
が
、
耐
肥
性
、

耐
病
性
に
は
問
題
が
あ
り
、
稲
熱
病
等
に
対
す
る
病
害
虫
対
策
技
術
の
確

〈

m〉

立
が
遅
れ
た
こ
と
と
相
侠
っ
て
、
稲
作
技
術
体
系
の
肢
行
性
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
第
三
国
の
反
収
の
推
移
が
、
明
治
つ
一

0
年
代
に
入
っ
て
激

し
く
変
動
し
て
い
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
気
象
変
動
が
、

披
行
性
を
も
っ
た
技
術
体
系
の
も
と
で
、
反
収
変
動
を
い
っ
そ
う
激
し
い

も
の
に
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

山形県における過去の凶作年度第 5表

年度| 作柄およびその内容

明治3C年|凶作，蔵王山噴煙

35 凶作，冷夏，大暴風雨，最上五割減

38 凶作 8月霊冷，最上川洪水

大正 2年|凶不作，冷夏，暴風雨大洪水

昭和 9年|凶作，稲熱病，霊雨性冷気，低水温

20 I木凶作，多雨 7月霞冷

26 凶作，寡雪，大皐魅

28 凶作，甚冷，晩霜害

46 I凶作，少雪，異常低温，晩霜，寡照

51 凶作，異常低温，冷夏

56 凶作，冷夏

資料:山形地方気象台・山形県農林水産部『山

形県災異年表~ (1979年)， ~作物統計』よ

り作成.

第
l
表
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間
の
生
産
規
制
要
因
と
し
て
、
八
月
の
平

均
気
温
と
日
照
時
間
と
が
作
用
し
て
い
る
(
た
だ
し
作
柄
指
数
と
の
部
分

相
関
係
数
は
、
八
月
平
均
気
温
と
が

0
・
一
九
九
に
対
し
、
八
月
日
照
時

間
と
は
0
・
六
二
三
で
あ
り
日
照
時
間
の
影
響
力
が
大
き
い
)
。
乾
田
馬

耕
と
金
肥
使
用
が
先
行
し
た
技
術
体
系
の
も
と
で
、
八
月
の
低
温
・
寡
照

が
、
そ
の
直
接
的
影
響
と
と
も
に
、
稲
熱
病
の
発
生
を
介
し
て
、
収
量
変

動
に
大
き
く
作
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

第
E
期
・
大

E
・
昭
和
初
期
の
収
量
安
定
期
(
大
正
三

t
昭
和
七
年
)

は
、
作
期
の
移
行
や
耐
肥
性
品
種
の
普
及
に
よ
り
稲
作
扶
術
体
系
が
均
衡

し
、
収
量
が
極
め
て
安
定
的
に
推
移
し
た
こ
と
を
特
徴
と
す
る
時
期
で
あ

る
。
こ
の
期
間
は
気
象
条
件
に
も
比
較
的
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
冷
害

年
も
な
か
っ
た
。
た
だ
し
生
産
力
の
上
昇
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
第

l
表
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間
の
年
当
た
り
反
収
増
加
量
は

0
・
四
八
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
と
極
め
て
小
さ
い
。

改
良
苗
代
に
お
け
る
薄
播
き
、
播
種
期
と
田
植
期
の
早
期
化
に
よ
る
健

苗
早
植
技
術
の
普
及
は
、
生
育
遅
延
や
病
虫
害
発
生
の
危
険
性
を
低
下
さ

せ
た
。
大
正
二
年
に
最
大
の
作
付
面
積
に
達
し
た
亀
ノ
尾
に
続
い
て
、
豊

園
、
イ
号
等
の
耐
胞
性
早
中
生
品
種
が
普
及
し
た
こ
と
は
、
先
の
栽
培
法

の
改
善
と
と
も
に
、
乾
田
馬
耕
先
行
型
の
技
術
体
系
の
政
行
性
を
大
い
に

是
正
し
た
。

た
だ
し
こ
の
期
間
は
、
金
肥
(
特
に
、
大
豆
粕
、
魚
粕
、
石
灰
窒
素
、

一
一
二
五



《ノ
l
ト
》

技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

過
燐
酸
石
灰
〉
の
使
用
量
が
激
増
し
た
時
期
で
あ
り
、
大
正
末
か
ら
昭
和

恐
慌
に
か
け
て
の
米
価
低
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
肥
の
反
当
た
り
成
分

(

日

)

施
用
量
は
、
こ
の
期
間
に
約
三
・

O
倍
に
激
増
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
坪

当
た
り
株
数
の
増
加
と
と
も
に
、
水
稲
生
育
中
期
の
徒
長
軟
弱
化
傾
向
を

助
長
し
、
七
月
平
均
気
温
お
よ
び
日
照
時
間
の
生
産
規
制
力
を
高
め
た

(
作
柄
指
数
と
の
部
分
相
関
係
数
は
、
平
均
気
温
と
が

0
・
二
四
八
、
日

(

ロ

)

照
時
間
と
は

0
・
四

O
一
)
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
施
肥
量
の
急
増
と
密

植
化
と
は
、
後
期
重
点
施
肥
法
が
普
及
し
た
第
W
期
に
も
み
ら
れ
、
こ
の

期
間
に
も
七
月
日
照
時
間
の
生
産
規
制
カ
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
国
期
・
戦
争
混
乱
期
(
昭
和
八

t
二
九
年
)
は
、
太
平
洋
戦
争
を
は

さ
む
激
動
期
に
あ
た
り
、
反
収
の
漸
増
と
不
安
定
と
を
特
徴
と
す
る
時
期

で
あ
る
。
気
象
条
件
も
多
少
不
安
定
で
あ
り
、
昭
和
九
年
、
二

O
年
、
二

六
年
、
二
八
年
は
冷
害
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
期
間
の
最
大
の
特
徴
は
、
労
働
力
と
生
産
資
材
の
不
足
で
あ
る
。

農
業
恐
慌
下
の
米
価
低
落
期
に
も
一
貫
し
て
伸
び
続
け
て
い
た
金
肥
消
費

量
も
、
昭
和
一
四
年
の
肥
料
統
制
実
施
(
昭
和
二
五
年
に
解
除
)
を
契
機

に
減
少
に
転
じ
、
そ
の
後
の
戦
争
拡
大
と
と
も
に
激
減
し
、
昭
和
二

O
年

(
M
M
〉

に
は
昭
和
一
四
年
水
準
の
一

τ
了
五
%
に
ま
で
低
下
し
た
。
再
び
戦
前
水

準
に
回
復
し
た
の
は
、
昭
和
二
五
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
労
働
力

不
足
の
た
め
堆
肥
生
産
も
不
足
気
味
で
、
肥
料
不
足
に
対
処
し
て
、
大
国

早
生
、
日
の
丸
、
尾
花
沢
一
号
、
等
の
少
肥
性
品
種
の
作
付
け
、
分
施
法
、

一一ニ占ハ

大
苗
密
植
法
が
奨
励
さ
れ
た
も
の
の
、
登
熟
期
後
半
の
肥
切
れ
傾
向
(
秋

落
)
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
九
月
日
照
時
間
の
生
産
規
制
力
を
高

め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
W
期
・
戦
後
収
量
激
増
期
(
昭
和
三

O
I
四
五
年
)
は
、
終
戦
直
後

の
混
乱
期
か
ら
わ
が
国
経
済
も
よ
う
や
く
立
ち
直
り
、
農
業
生
産
資
材
も

潤
沢
に
出
回
り
始
め
、
技
術
革
新
も
め
ざ
ま
し
く
、
収
量
が
激
増
し
た
時

期
で
あ
る
。
特
に
、
保
護
苗
代
の
普
及
、
新
農
薬
・
除
草
剤
の
開
発
、
後

期
重
点
施
肥
法
の
成
立
は
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、
収

量
激
増
を
実
現
す
る
上
で
大
き
な
カ
を
発
揮
し
た
。
こ
の
期
間
は
気
象
条

件
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
冷
害
年
も
な
か
っ
た
。

昭
和
一
七
年
に
長
野
県
の
萩
原
豊
次
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
油
紙
保
温

折
衷
苗
代
は
、
本
県
で
は
油
紙
に
代
わ
る
ビ
ニ
ー
ル
の
出
現
と
相
侠
っ
て
、

ビ
ニ
ー
ル
保
温
折
衷
苗
代
お
よ
び
畑
苗
代
と
し
て
昭
和
三

O
年
ご
ろ
よ
り

急
速
な
普
及
を
み
た
。
昭
和
一
ニ

O
年
に
は
本
田
面
積
の
二
%
を
占
め
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
保
護
苗
代
(
折
衷
苗
代
と
畑
苗
代
)
の
普
及
率
は
、
昭

和
四
五
年
に
は
八
二
%
に
達
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
健
苗
阜
植
が
実
現
し

(
第
五
図
)
、
寒
冷
地
稲
作
の
最
大
の
難
点
で
あ
っ
た
生
育
前
半
の
栄
養
生

長
量
の
十
分
な
確
保
が
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
保
護
苗
代
の
普
及

に
伴
っ
て
、
七
月
平
均
気
温
の
生
産
規
制
力
が
低
下
し
た
こ
と
に
現
わ
れ

て
い
る
。
第
三
図
と
第
四
図
に
よ
る
と
、
昭
和
四

O
年
、
四
九
年
の
七
月

低
温
は
、
反
収
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
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一
方
、
大
正
一

O
年
よ
り
県
立
農
業
試
験
場

で
実
験
が
続
け
ら
れ
て
き
た
分
施
法
の
研
究
は
、

当
時
急
速
な
進
歩
を
と
げ
て
い
た
水
稲
栄
養
生

理
理
論
の
成
果
を
受
け
て
、
昭
和
四

O
年
ご
ろ

に
開
花
結
実
し
、
「
区
分
施
肥
法
」
と
呼
ば
れ

(

日

)

る
本
県
独
自
の
後
期
重
点
施
肥
法
を
確
立
し
た
。

こ
の
「
区
分
施
肥
法
」
の
普
及
に
伴
っ
て
施
肥

量
も
増
大
し
、
反
当
た
り
投
入
肥
料
成
分
量
は
、

ハM
W
〉

こ
の
期
間
に
約
一
・
八
倍
に
急
増
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
第
H
期
で
説
明
し
た
と
同
様
に
、
七

月
日
照
時
間
の
生
産
規
制
力
を
高
め
た
と
推
測

さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

D
D
T
、
B
H
C
、
パ
ラ
チ
オ
ン

と
続
い
た
殺
虫
剤
お
よ
び
有
機
水
銀
系
殺
菌
剤

の
出
現
は
、
作
期
の
移
行
、
多
肥
化
、
密
植
化

に
伴
っ
て
危
険
率
の
高
ま
っ
た
メ
イ
チ
ュ
ウ
類

や
稲
熱
病
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
上
で
大
い
に

威
力
を
発
揮
し
た
。

2
1
4
D
、
M
C
P
、
P

C
P等
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
系
除
草
剤
や
動
力
耕

転
機
の
普
及
は
、
稲
作
労
働
の
省
力
化
と
と
も

に
、
無
効
分
け
つ
の
抑
制
や
倒
伏
防
止
、
深
耕

一
三
七
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技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

に
よ
る
肥
料
受
容
量
の
増
大
効
果
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。

第
V
期
・
米
生
産
調
整
期
(
昭
和
四
六

t
五
七
年
)
は
、
昭
和
四
四
年

の
自
主
流
通
米
制
度
の
発
足
お
よ
び
米
生
産
調
整
実
施
を
契
機
と
し
て
、

本
県
の
水
稲
生
産
目
標
が
増
産
か
ら
良
質
米
生
産
に
移
行
し
た
時
期
で
あ

る
。
こ
の
期
間
は
、
昭
和
四
五
年
以
降
急
速
に
普
及
し
た
田
植
機
の
出
現

に
よ
っ
て
、
米
作
中
型
機
械
化
一
貫
体
系
が
成
立
し
た
時
期
で
あ
る
が
、

収
量
は
む
し
ろ
停
滞
気
味
で
、
気
象
条
件
も
不
安
定
だ
っ
た
た
め
に
、
反

収
変
動
も
拡
大
し
た
。

自
主
流
通
米
制
度
の
発
足
を
契
機
に
、
本
県
の
水
稲
作
付
品
種
の
構
成

は
、
従
来
の
強
稗
多
肥
多
収
品
種
か
ら
、
サ
サ
ニ
シ
キ
、
キ
ヨ
ニ
シ
キ
、

さ
わ
の
は
な
、
等
の
銘
柄
品
種
に
そ
の
比
重
が
移
っ
て
き
た
(
第
六
図
)
。

ち
な
み
に
昭
和
五
七
年
度
の
本
県
銘
柄
品
種
の
作
付
面
積
率
は
八
八
・
三

%
に
達
し
て
お
り
、
米
等
級
検
査
結
果
に
お
け
る
一
等
米
割
合
も
八
二
・

(

げ

〉

八
%
(
全
国
平
均
六
三
・
八
%
)
の
高
率
で
あ
る
。
熟
期
が
多
少
遅
れ
る

銘
柄
品
種
の
作
付
面
積
が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
田
植
機
の
普
及
に
伴
う
稚

苗
お
よ
び
中
苗
植
え
の
拡
大
、
栽
植
密
度
の
上
昇
(
第
五
図
)
と
と
も
に
、

登
熟
期
の
気
象
感
応
性
を
高
め
、
八
月
の
平
均
気
温
お
よ
び
日
照
時
間
、

(

凶

〉

九
月
平
均
気
温
の
生
産
規
制
力
を
高
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
W
期
、
第
V
期
の
収
量
決
定
の
構
造
を
、
四
つ
の
収
量
構
成
要
素

|
|
平
方
メ
l
タ
当
た
り
株
数
、
一
株
当
た
り
有
効
穂
数
、
一
穂
当
た
り

全
も
み
数
、
千
も
み
当
た
り
収
量
|
|
の
生
産
弾
力
性
の
推
計
値
か
ら
検

八

討
し
た
結
果
は
、
第
6
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。
第
6
表
と
第
五
図
に
よ
る

と
、
全
県
で
は
、
密
植
化
の
進
行
し
た
第
W
期
に
は
、
平
方
メ
l
タ
当
た

り
株
数
の
生
産
弾
力
性
推
計
値
が
高
く
、
密
植
化
に
よ
る
増
収
効
果
が
大

き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
V
期
に
な
る
と
、
こ
の
生

産
弾
力
性
推
計
値
は
低
下
し
て
お
り
、
密
植
化
に
よ
る
増
収
効
果
が
頭
打

ち
の
状
態
に
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
一
穂
当
た

り
全
も
み
数
、
千
も
み
当
た
り
収
量
の
生
産
弾
力
性
推
計
値
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
収
量
構
成
要
素
が
決
定
さ
れ
る
幼
穂
形
成
期
以
降

の
水
稲
生
育
の
比
重
が
、
収
量
決
定
の
上
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
第
1

表
で
認
め
ら
れ
た
八
月
、
九
月
の
気
象
要
因
の
生
産
規
制

力
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

庄
内
・
最
上
両
地
区
に
つ
い
て
は
、
分
け
つ
依
存
度
の
高
い
庄
内
地
区

で
、
一
株
当
た
り
有
効
穂
数
の
生
産
弾
力
性
推
計
値
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
、
最
上
地
区
で
は
、
第
W
期
の
平
方
メ
l
タ
当
た
り
株
数
の
生
産
弾
力

性
推
計
値
が
極
め
て
高
く
、
密
植
化
に
よ
る
増
収
効
果
が
大
き
か
っ
た
こ

と
、
最
近
は
千
も
み
当
た
り
収
量
の
生
産
弾
力
性
推
計
値
の
み
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
る
。
収
量
構
成
要
素
の
変
動
係
数
は
、
機

械
植
え
の
普
及
に
よ
り
制
御
範
囲
の
拡
大
し
た
平
方
メ
l
タ
当
た
り
株
数

を
除
い
て
、
気
象
条
件
の
厳
し
い
最
上
地
区
で
高
か
っ
た
。

(

7

)

大
正
二
年
の
牛
馬
耕
面
積
率
は
、
全
県
で
三
七
・
八
%
、
特

に
庄
内
地
区
で
は
七
八
・
三
臥
円
で
あ
っ
た
(
鎌
形
勲
『
山
形
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第6図水稲主要品種の本田作付面積比率の推移
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資料:山形県『山形県における米作統計一一市町村別累年反当収量並びに主要品種作付面積の変遷 』

(1969年)，食糧庁長官官房調査課『米穀の品種別作付状況Jj(各年)より作成.
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収量に対する収量構成要素の生産弾力性推計値

I~ 株当たり 11穂一千山|
有効穂数|全もみ数たり収量

説明カ
(R2) 

〈庄内地区〉

第W期〈昭30-45) 1. 1122 0.8825 0.9595 0.7785 0.9831 

第V期(昭46-56) 1. 0340 1. 0033 1. 0147 O. 7330 0.8749 

〈最上地区〉

第IV期(昭30-45) 1. 3286 0.9947 1.0725 0.7737 0.9868 

第V期〈昭46-56) 1. 0323 0.8329 0.9916 0.9616 0.9570 

〈全 県〉

第日r期(昭30-45) J. 1045 0.9163 0.9648 0.8245 0.9940 

第V期(昭46-57) O. 7063 1.0726 1.2089 J. 0331 0.9940 

一
四

O

資料:第 3図に同じ.

注.説明力 (R2)は 4つの収量構成要素を説明変数とする自然対数型の重回帰

式の決定係数である.

県
稲
作
史
』
、
農
業
総
合
研
究
所
、
研
究
叢
書
第
二
九
号
、

九
五
三
年
、
二

O
三
頁
)
。

(

B

)

鎌
形
勲
『
前
掲
書
』
、
ニ

O
七
頁
。

(
9
〉
五
十
嵐
は
山
形
県
に
お
け
る
明
治
以
降
の
稲
作
技
術
の
展
開

過
程
を
分
析
す
る
際
、
各
時
期
の
技
術
体
系
を
構
成
す
る
部
分

技
術
を
「
撹
乱
技
術
」
と
「
関
連
技
術
」
と
に
分
類
し
、
こ
の

両
者
の
均
衡
・
不
均
衡
関
係
よ
り
、
各
時
期
の
技
術
体
系
の
特

徴
と
技
術
発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
を
試
み
て
い
る
(
五
十

嵐
憲
蔵
「
稲
作
技
術
の
発
展
と
体
系
化
に
関
す
る
研
究
|
|
水

田
単
作
地
帯
を
対
象
と
し
て

1
i
!」
、
『
農
業
技
術
研
究
所
報
告

H
』
第
三
三
号
、
一
九
六
五
年
)
。

(
叩
〉
乾
悶
馬
耕
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
当
時
の
稲
作
技
術
体
系
の

披
行
性
を
示
唆
す
る
事
例
と
し
て
、
明
治
四
四
年
の
庄
内
地
区

を
中
心
と
し
た
稲
熱
病
の
発
生
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
四

O
年
の
牛
馬
耕
面
積
は
、
全
県
の
九
四
%
が
庄
内
平
野

に
集
中
し
て
い
た
。
明
治
四
四
年
の
稲
熱
病
の
発
生
は
、
特
に

庄
内
地
区
で
激
甚
で
、
同
年
の
作
柄
は
、
他
の
三
地
区
で
は

一
t
二
割
の
増
収
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
庄
内
地
区
だ
け

は
三
七
%
の
減
収
で
あ
ウ
た
(
山
形
県
『
山
形
県
史
・
農
業
編

〔
中
〕
』
、
一
九
六
九
年
、
六
五

I
六
頁
)
。

(
日
)
鎌
形
勲
『
前
掲
書
』
、
二
七
八
頁
。

(
ロ
)
鎌
形
勲
は
、
『
前
掲
書
』
の
な
か
で
、
当
時
、
山
形
市
の

水
稲
反
収
が
、
施
肥
量
過
多
の
た
め
に
反
収
が
低
下
し
た
こ
と



を
指
摘
し
て
い
る
。
(
鎌
形

六
頁
)
。

(
内
山
)
山
形
県
『
前
掲
書
』
、
ニ
七
五
頁
。

(
リ
円
)
農
林
省
統
計
情
報
部
『
作
物
統
計
』
。

(
ゆ
)
「
区
分
施
肥
法
」
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
立
農

業
試
験
場
『
山
形
県
立
農
業
試
験
場
八
十
年
史
』
(
一
九
七
七

年
)
を
参
照
。
当
時
の
水
稲
栄
養
生
理
理
論
の
発
達
と
後
期
重

点
施
肥
法
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は
、
村
山
登
『
収
穫
漸
減
法

則
の
克
服
』
(
養
賢
堂
、
一
九
八
二
年
)
を
参
照
。

(
M
W
)

農
林
省
農
林
経
済
局
統
計
調
査
部
作
物
統
計
課
『
水
稲
一

O

7

1
ル
当
た
り
収
量
の
重
回
帰
分
析
〔

I
〕
』
(
一
九
七
二
年
)

の
「
分
析
に
用
し
た
基
礎
デ
I
F
I
」
(
米
生
産
費
調
査
か
ら

の
推
計
値
)
を
参
照
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
特
に
昭
和
四
二
年
、

四
三
年
に
は
、
追
肥
回
数
、
施
肥
量
が
一
時
的
に
急
増
し
た
。

(
げ
)
食
糧
庁
長
官
官
房
調
査
課
『
米
穀
の
品
種
別
作
付
状
況
』
(
一

九
八
二
年
)
。

(
同
)
稚
蓄
お
よ
び
中
苗
の
機
械
植
え
は
、
出
穂
期
を
遅
ら
せ
、
業

数
を
減
ら
す
た
め
に
、
耐
冷
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
(
例
え
ば
、
星
川
清
親
『
稚
苔
・
中
首
の
生
理
と
技

術
』
、
長
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
六
年
)
。
し
か
し
、
本
県

の
場
合
は
、
田
植
期
が
早
ま
っ
た
た
め
に
、
出
稼
期
の
遅
延
傾

向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
昭
和
五
四
年
度
の
稚
首
お
よ
び
中
・
成

富
植
え
の
本
図
面
積
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
四
%
、
四
二
%
で

勲
『
前
掲
書
』
、
二
六
四

t
二
七

《
ノ

l
卜
》

技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

あ
っ
た
(
東
北
農
政
局
山
形
統
計
情
報
事
務
所
『
山
形
県
に
お

け
る
稲
作
の
動
向
と
作
柄
要
因
の
解
析
』
、
一
九
八

O
年)。

六
、
お
わ
り
に

以
上
、
山
形
県
水
稲
生
産
の
歴
史
的
経
過
を
事
例
と
し
て
、
技
術
進
歩

に
伴
う
気
象
要
因
の
生
産
規
制
力
の
消
長
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

気
象
要
因
の
生
産
規
制
カ
の
発
現
は
、
気
象
要
因
自
体
の
変
動
に
よ
っ

て
も
当
然
影
響
を
受
け
る
も
の
の
、
各
期
間
の
稲
作
技
術
お
よ
び
収
量
水

準
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
技
術
体
系
の
政
行
性
が
み

ら
れ
る
期
間
に
は
、
気
象
要
因
に
よ
る
収
量
変
動
は
大
き
く
、
技
術
体
系

の
均
衡
的
発
展
期
の
そ
れ
は
軽
少
で
あ
る
。
施
肥
量
急
増
期
に
は
、
水
稲

生
育
中
期
の
徒
長
軟
弱
化
傾
向
が
強
ま
る
た
め
、
七
月
日
照
時
間
の
生
産

規
制
力
が
上
昇
し
、
戦
争
混
乱
期
の
肥
料
不
足
期
に
は
、
登
熟
期
後
半
の

肥
切
れ
(
秋
落
)
の
た
め
、
九
月
日
照
時
間
の
生
産
規
制
力
が
上
昇
し
た
。

保
護
苗
代
の
普
及
に
よ
る
健
苗
早
植
え
の
実
現
に
よ
り
、
七
月
平
均
気
温

の
生
産
規
制
力
は
低
下
し
た
が
、
昭
和
四
四
年
の
自
主
流
通
米
制
度
発
足

を
契
機
と
し
た
銘
柄
品
種
作
付
け
の
拡
大
と
、
田
植
機
に
よ
る
稚
苗
・
中

苗
植
え
の
普
及
に
よ
り
、
最
近
は
再
び
、
登
熟
期
気
象
要
因
の
生
産
規
制

力
が
上
昇
し
て
い
る
。
庄
内
・
最
上
両
地
区
に
つ
い
て
も
、
全
県
で
の
分

析
結
果
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
が
、
自
然
条
件
の
厳
し
い
と

い
わ
れ
て
い
る
最
土
地
区
で
、
気
象
要
因
の
生
産
規
制
力
が
一
般
に
高
い
。

四



《
ノ

I
卜
》

技
術
進
歩
と
生
産
規
制
要
因
の
変
遷

四

最
後
に
、
本
稿
の
分
析
上
の
問
題
点
と
し
て
、
平
年
反
収
の
推
計
に
回

帰
法
を
採
用
し
た
こ
と
、
分
析
期
間
を
五
つ
に
区
切
っ
た
際
の
時
代
区
分

の
基
準
、
生
産
規
制
力
の
発
現
に
対
す
る
気
象
要
因
自
体
の
変
動
効
果
と
、

稲
作
技
術
体
系
の
変
化
に
よ
る
効
果
と
を
載
然
と
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
、
等
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
分
析
上
の
問
題
点
に
関

し
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

〔
付
妃
〕
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
資
料
収
集
お
よ
び
聴

取
り
調
査
の
段
階
で
、
山
形
県
農
林
水
産
部
農
業
技
術
課
、
山
形
県

立
農
業
試
験
場
、
東
北
農
政
局
山
形
統
計
情
報
事
務
所
、
本
研
究
所

積
雪
地
方
支
所
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
デ
ー
タ
解

析
の
段
階
で
は
、
稲
葉
弘
道
研
究
員
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
に
衷
心
よ
り
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
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		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		不合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

